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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】包装袋内の乾燥食品を汚染しない防腐包装の構
造を提供する。
【解決手段】防腐剤を収容する保存容器１は、押しつぶ
されにくい材質で成型された収納ボックス１０及び通気
性フィルム２０からなり、収容ボックス内に食品防腐剤
３０を充填する収納室１２を設けて、収納室開口端周縁
に段差部１３を形成して段差部外周縁に貼合部１４を設
けると共に貼合部表面には包装袋内面に粘着固定できる
貼合面１４０と一以上の粘着固定しない隙間部１４１を
設ける。通気性フィルムは収納ボックスの段差部に固設
して収納室に充填した食品防腐剤を封止し、乾燥食品な
どを収容する包装袋内面に容器の収納室開口端周縁の段
差部外周縁の貼合面により固設し、隙間部を介して包装
袋内の雰囲気を収納室内に流通させる。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
保存容器は、押しつぶされにくい材質で成型された収納ボックス及び通気性フィルムから
なり、
該収容ボックス内に食品防腐剤を充填する収納室を設け、該収納室開口端周縁に段差部を
形成してその段差部外周縁に貼合部を設けると共に該貼合部表面には包装袋内面に粘着固
定できる貼合面と一以上の粘着固定しない隙間部を設け、
　該通気性フィルムは上記収納ボックスの段差部の形状と対応する形状であって、該段差
部に固設して上記収納室に充填した食品防腐剤を封止し、
　乾燥食品などを収容する包装袋内面に上記容器の収納室開口端周縁の段差部外周縁の貼
合面により固設し、上記隙間部を介して包装袋内の雰囲気を収容室内と流通せしめること
を特徴とする乾燥食品包装袋の包装保存容器の構造。
【請求項２】
前記収納ボックスの段差部外周縁に対してシーリングフィルムを設けて粘着固定するため
、該シーリングフィルムに段差部外周縁に対する貼合部を設けると共に該貼合部表面には
包装袋内面に粘着固定できる貼合面と一以上の粘着固定しない隙間部を設け
該保存容器をシーリングフィルムの貼合面と包装袋内面と粘着して使用する過程において
、短期間内にシーリングフィルムの突き刺しによって一個以上の穴を形成し、
該通気性フィルム及び該穴を通じて、さらに該貼合面にある貼り付けない上記隙間部を介
して包装袋内の雰囲気を収容室内と流通せしめることを特徴とする請求項１記載の乾燥食
品包装袋の包装保存容器の構造。
【請求項３】
　前記該収納ボックスの段差部と貼合部の間に、シーリング段差部を形成し、該シーリン
グ段差部にシーリングダイヤフロムを貼り、
該保存容器を該貼合面と包装袋の紙面に粘着して使用する過程において、短期間内にシー
リングダイヤフロムの突き刺しを行って一個以上の穴を形成することにより、
該通気性フィルム及び該穴を通じて、さらに該貼合面にある貼り付けない上記隙間部を介
して包装袋内の雰囲気を収容室内と流通せしめることを特徴とする請求項１記載の乾燥食
品包装袋の包装保存容器の構造。　
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は防腐剤が食品を汚染、或いは誤食のアクシデントが発生するのを避けるよう、
食品包装袋の包装安全性を高められる食品包装袋の包装保存容器の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　茶葉やコーヒー、クッキー、お菓子などの食品は、包装袋を使って包装し、通常その包
装袋内の食品と一緒に、乾燥剤或いは脱酸素剤などの防腐剤を入れことで、食品が湿気を
帯びたり、酸化或いは変質することを防止し、或いはその可能性を少なくし、或いは回避
する。一般的に乾燥剤／脱酸素剤は、通気性のある紙で作られた小さい個別包装の形で食
品の包装袋の中に入れられる。
食品包装袋の外部が不当な外力により押しつぶされると、乾燥剤／脱酸素剤が破損或いは
破損する可能性があるために、食品が全く汚染されないのを避けることは難しい。また、
過失や子供が識別できずに誤食するアクシデントが発生することさえもあり、長期にわた
る食品の保存包装の安全性に影響を来たすことを鑑みて、更なる改善が必要であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－９８３４６号公報
【特許文献２】特開２００２－３０８３４２号公報
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【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記公知構造の欠点を解決するため、本考案はこれらの問題を解消した乾燥食品包装袋
の包装保存容器の構造を提供することを主な課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述の目的を解決するために、本考案の第１の目的は、乾燥食品包装袋の包装保存容器
の構造を提供するものである。保存容器に含まれるのは、押しつぶされにくい材質で成型
した収納ボックス及び通気性のある薄いフィルムである。該収納ボックスはボックス本体
内部に収納室を形成し、該収納室内部に食品防腐剤を充填する。且つ入口端の周縁に段差
部を形成し、該段差部の外周縁に貼合部を設ける。該貼合部の表面端に包装袋の紙面に粘
着固定できる貼合面を具有し、該貼合面の上に一個以上の貼り付けない隙間を保留する。
該通気性フィルムは該収納ボックスの段差部の形状と対応する通気性フィルムであり、該
段差部に固設し、該防腐剤を該ボックス本体の収納室内に制限して外部に漏れない。
包装袋を使って乾燥食品の包装を行いたい場合、該保存容器の収納ボックスの貼合面を包
装袋の紙面に粘着するだけでよいため、該保存容器は該包装袋の内部の片側面に固設して
取り出すことができず、押しつぶされにくい収納ボックスのボックス本体と合わせて防腐
剤を収納保護する。一方防腐剤は、包装袋の内の雰囲気が通気性フィルムを通過すること
ができ、更に該貼合面にある貼り付けない隙間から包装袋の袋本体内に通じあうため、乾
燥食品に対して防腐作用を発揮する。よって乾燥食品包装袋の防腐包装は、効果的に防腐
剤が乾燥食品を汚染したり、或いは誤食のアクシデントが発生するのを避けることができ
、乾燥食品の包装袋の防腐包装の安全性がアップする。
【０００６】
本考案の第２の目的は、乾燥食品包装袋の包装保存容器の構造を提供するものである。該
収納ボックスの貼合部の表面端にシーリングフィルムを貼り、且つ該貼合部の表面端にあ
る貼合面及び該一個以上の貼り付けない隙間は、該シーリングフィルムの外表面に形成す
ることで、該保存容器は包装袋内部に使用前を貼り付けるため、シーリングフィルムは防
腐剤を長時間該ボックス本体の収納室内に封じ込むことができ、該防腐剤が長時間空気と
触れることで効果を失うのを防止することができる。且つ該保存容器がシーリングフィル
ムの貼合面と包装袋の紙面と粘着して使用する過程において、短期間内にシーリングフィ
ルムの突き刺しを完成し、一個以上の穴を形成する。そうすることで、該収納室内の防腐
剤は、雰囲気が該通気性フィルム及び該穴を通じて、さらに該貼合面にある貼り付けない
隙間から、包装袋の袋内部に通じあうため、乾燥食品に対して良好な防腐効果がある。
【０００７】
　本考案の第３の目的は、乾燥食品包装袋の包装保存容器の構造を提供するものである。
該収納ボックスの該段差部と該貼合部の間に、シーリング段差部を形成し、該シーリング
段差部にシーリングダイヤフロムを貼ることで、該保存容器は包装袋内部に使用前に貼り
付けるため、該シーリングダイヤフロムは防腐剤を長時間該ボックス本体の収納室内に保
存することができ、該防腐剤が長時間外界の空気に触れて効果がなくなるのを防止する。
且つ該保存容器を該貼合面と包装袋の紙面に粘着して使用する過程において、短期間内に
シーリングダイヤフロムの突き刺しを完成し、一個以上の穴を形成すると、該収納室内に
ある防腐剤は雰囲気が該通気性フィルム及び該穴を通じて、さらに該貼合面にある貼り付
けない隙間から包装袋の袋本体内部と通じ合うため、乾燥食品に良好な保存効果が発揮さ
れる。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案の構造の包装袋を使って乾燥食品の包装を行いたい場合、該保存容器の収納ボッ
クスの貼合面を包装袋の紙面に粘着するだけでよいため、該保存容器は該包装袋の内部の
片側面に固設して取り出すことができず、押しつぶされにくい収納ボックスのボックス本
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体と合わせて防腐剤を収納保護する。一方、防腐剤は雰囲気が通気性フィルムを通過する
ことができ、更に該貼合面にある貼り付けない隙間から包装袋の袋本体内に通じあうため
、乾燥食品に対して防腐作用を行う。よって乾燥食品包装袋の防腐包装は、有効的に防腐
剤が乾燥食品を汚染、或いは誤食のアクシデントが発生するのを避けることができ、乾燥
食品の包装袋の防腐包装の安全性がアップする。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本考案の第一実施例の構造立体分解図である。
【図２】本考案の第一実施例の組立斜視図である。
【図３】本考案の第一実施例を包装袋に用いた構造断面図である。
【図４】図３Ａ部分の構造拡大略図である。
【図５】本考案の第二実施例の構造立体分解図である。
【図６】本考案の第二実施例の組立斜視図である。
【図７】本考案の第二実施例の構造断面図である。
【図８】本考案の第二実施例に穴を開けた斜視図である。
【図９】本考案の第二実施例を包装袋に用いた状態略図である。
【図１０】図９Ｂ部分の構造拡大略図である。
【図１１】本考案の第三実施例の構造立体分解図である。
【図１２】本考案の第三実施例の組立斜視図である。
【図１３】本考案の第三実施例の組立構造断面図である。
【図１４】本考案の第三実施例の穴を開けた斜視図である。
【図１５】本考案を包装袋に用いた状態の略図である。
【図１６】図１５Ｃ部分の構造拡大略図である。
【考案を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本考案の構造と特徴および効果を、最良実施例と図面を参照しながら詳細に説明
する。
【実施例１】
【００１１】
　一種の乾燥食品包装袋の包装保存容器である。図１、図２、図３に示すように、一つの
保存容器１に含まれるのは、押しつぶされにくい材質(例えばプラスティック材料)で成型
する収納ボックス１０及び通気性のある薄いフィルム２０である。該収納ボックス１０は
ボックス本体１１内部に収納室１２を形成し、該収納室１２内部に食品防腐剤３０(例え
ば乾燥剤或いは脱酸素剤)を充填する。且つ開口端の内周縁に段差部１３を形成し、該段
差部１３の外周縁に一つの貼合部１４を設ける。該貼合部１４の表面端に包装袋４０の紙
面に粘着固定できる糊付け貼合面１４０を具有し、該貼合面１４０の上面に一個以上の糊
付けをしない貼り付けない隙間１４１を保留する。該通気性フィルム２０は該収納ボック
ス１０の段差部１３の形状と対応する不織布の通気性フィルムであり、該段差部１３に固
設し、該防腐剤３０を該ボックス本体１１の収納室１２内に制限して外部に漏れないよう
にする。
図３、図４に示すように、包装袋４０を使って乾燥食品(図に未掲載)の包装を行いたい場
合、包装袋４０の製造過程において、該保存容器１の収納ボックス１０の貼合面１４０(
糊付けされている)を包装袋４０内側の紙面に粘着するだけでよい。乾燥食品の包装袋４
０の包装が完成すると、該保存容器１は該包装袋４０の内部の片側面に固設して取り出す
ことができず、押しつぶされにくい収納ボックス１０のボックス本体１１と合わせて防腐
剤３０を収納保護する。一方、防腐剤３０は雰囲気が通気性フィルム２０を通過すること
ができ、更に該貼合面４０にある貼り付けない隙間１４１から包装袋４０の袋本体内に通
じあうため、乾燥食品に対して防腐作用を行う。よって乾燥食品包装袋４０の防腐包装は
、効果的に防腐剤３０が乾燥食品が汚染されたり、或いは誤食のアクシデントが発生する
のを避けることができ、乾燥食品の包装袋４０の防腐包装の安全性がアップする。
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【実施例２】
【００１２】
　上述の実施例と同様にして、図５、図６及び図７に示すように、該収納ボックス１０の
貼合部１４の表面端にシーリングフィルム１５を貼り、且つ該貼合部１４の表面端にある
糊付け貼合面１４０Ａ及び該一個以上の糊付けしない貼り付けない隙間１４１Ａは、該シ
ーリングフィルム１５の外表面に形成することで、該保存容器１Ａは予定の包装袋(図に
未掲載)内部に使用前に貼り付けるため、シーリングフィルム１５は防腐剤３０を長時間
該ボックス本体１１の収納室１２内に封じ込めることができ、該防腐剤３０が長時間空気
と触れることで効果を失うのを防止することができる。
図８、図９及び図１０に示すように、且つ該保存容器１Ａがシーリングフィルム１５の貼
合面１４０Ａと包装袋４０の紙面と粘着して使用する過程において、短期間内にシーリン
グフィルム１５の突き刺し(包装生産ラインにおいて、針を使ってシーリングフィルムに
穴を通す)を完成し、一個以上の穴１５０を形成する。そうすることで、該収納室１２内
の防腐剤３０は、雰囲気が該通気性フィルム２０及び該穴１５０を通じて、さらに該貼合
面１４０Ａにある貼り付けない隙間１４１Ａから、包装袋４０の袋内部に通じあうため、
乾燥食品に対して良好な防腐効果がある。
【実施例３】
【００１３】
　上述の実施例と同様にして、図１１、図１２、図１３に示すように、該収納ボックス１
０Ａの該段差部１３と該貼合部１４の間に、一つのシーリング段差部１６を形成し、該シ
ーリング段差部１６にアルミ箔材質のシーリングダイヤフロム１７を貼ることで、保存容
器１Ｂは包装袋(図に未掲載)内部に使用前に貼り付けるため、該シーリングダイヤフロム
１７は防腐剤３０を長時間該ボックス本体１１の収納室１２内に保存することができ、該
防腐剤３０が長い時間外界の空気に触れて効果がなくなるのを防止する。図１４、図１５
及び図１６に示すように、且つ該保存容器１Ｂを該貼合面１４０と包装袋４０の紙面に粘
着して使用する過程において、短期間内にシーリングダイヤフロム１７の突き刺しを行い
(包装生産ラインにおいてシーリングダイヤフロム１７を針で突き刺すことができる)、一
個以上の穴１７０を形成することによって、該収納室１２内にある防腐剤３０は該通気性
フィルム２０及び該穴１７０を通じて、さらに該貼合面１４０にある貼り付けない隙間１
４１から包装袋４０の袋本体内部と雰囲気が通じ合うため、乾燥食品に良好な保存効果が
生まれる。
【００１４】
以上の実施例による本考案の詳細な説明は本考案の範囲を制限するものではない。本技術
に熟知する者が、本考案の範囲内にて変更や調整を行っても、本考案の重要な意義は失わ
れず、本考案の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００１５】
１、１Ａ、１Ｂ　保存容器　　　　
１０、１０Ａ　収納ボックス 
１１　ボックス本体　　　　　　　　　
１２　收納室
１３　段差部　　　　　　　　　
１４　貼合部
１４０、１４０Ａ　貼合面　　　
１４１、１４１Ａ　貼り付けない隙間 
１５　シーリングフィルム　　　　　　　　
１５０　穴
１６　シーリング段差部　　　　　　　
１７　シーリングダイヤフロム
１７０　穴　　　　　　　　　
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２０　通気性フィルム
３０　防腐剤　　　　　　　　
４０　包裝袋

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(7) JP 3218475 U 2018.10.18

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】

【図１２】



(8) JP 3218475 U 2018.10.18

【図１３】
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